
新デスティネーション山西省

三
つ
の
世
界
遺
産
、明
清
時
代
の
歴
史
息
づ
く

玄
中
寺

浄
土
宗
発
祥
の
地

現地リポート（art．１）

晋
　
祠

晋
の
国
の
始
祖
を
ま
つ
る

食の魅力

名物「刀削麺」と「黒酢」

喬
家
大
院

晋
商
の
豪
邸
を
公
開

平
遥
古
城明

清
時
代
の
街
並
み
残
す
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中
国
国
家
観
光
局
と
中
国
国
際

航
空
主
催
の
中
国
・
山
西
省
研
修

視
察
旅
行
が

月

日
か
ら

日

ま
で
の
６
日
間
行
わ
れ
た
。
日
本

の
旅
行
会
社
で
中
国
ツ
ア
ー
を
担

当
す
る
社
員
ら
を
対
象
と
し
た
研

修
旅
行
で
、
本
紙
記
者
も
全
行
程

に
同
行
。
三
つ
の
世
界
遺
産
を
は

じ
め
、
省
内
を
代
表
す
る
観
光
地

を
視
察
、
同
省
の
魅
力
の
一
端
に

ふ
れ
た
。
主
な
訪
問
先
を
２
週
に

分
け
て
紹
介
す
る
。

◇山西省の概要
面積　約．万平方㌔㍍
省都　太原市
人口　，万，人
地域の概要　黄河の中流域、黄土
高原の東に位置し、太行山の西に
あることから山西省と呼ばれる。
春秋戦国時代に晋の領地に属した
ため、別称が晋となっている

山中の古刹、玄中寺

大雄宝殿 住職の悟証さん

　
山
西
省
の
省
都
、
太
原
市
か
ら

車
で
お
よ
そ
１
時
間
半
。
呂
梁
市

交
城
県
に
あ
る
交
城
山
国
家
森
林

公
園
・
石
壁
山
の
標
高
９
０
０
㍍

の
奥
深
い
山
中
に
あ
る
。

　
浄
土
宗
の
開

祖
、
曇
鸞
（
ど

ん
ら
ん
）
が
、

北
魏
時
代
の
西
暦
４
７
２
～
４
７

６
年
に
開
山
し
た
と
い
わ
れ
る
古

刹
で
、
中
国
に
お
け
る
浄
土
宗
発

祥
の
地
。
日
本
で
も
浄
土
宗
、
浄

土
真
宗
の
祖
庭
と
し
て
崇
め
ら
れ

て
い
る
。

　
の
ち
に
第
３
代
天
台
座
主
と
な

っ
た
円
仁
（
慈
覚
大
師
）
や
、
日

本
で
浄
土
宗
を
広
め
た
法
然
が
訪

れ
、
修
行
し
た
古
刹
で
も
あ
る
。

　
境
内
に
は
天
王
殿
、大
雄
宝
殿
、

七
仏
殿
、
千
仏
閣
な
ど
の
建
物
、

ま
た
歴
代
の
仏
像
や
石
碑
が
あ

り
、
人
々
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
か
ら

は
、
浄
土
宗
、

浄
土
真
宗
の
関
係
者
が
多
く
訪

れ
、
こ
の
地
を
参
拝
。
日
本
の
仏

教
関
係
者
に
よ
る
両
国
交
流
の

証
、
ゆ
か
り
の
品
々
が
境
内
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。

聖母殿

広々とした園内

世界遺産候補の晋祠

樹齢３千年の柏

　
太
原
市
の
中
心
か
ら
西
南
に
約


㌔
の
郊
外
、
懸
甕
山
の
麓
に
あ

る
。
古
代
中
国
の
王
朝
、
周
の
創

始
者
、
武
王
の
次
男
で
、
晋
の
国

（
現
在
の
山
西

省
）
の
始
祖
、

唐
叔
虞
（
と
う

し
ゅ
く
ぐ
）
を

ま
つ
る
。
北
魏
時
代
（
３
８
６
～

５
３
４
年
）の
創
建
と
さ
れ
る
が
、

詳
細
は
不
明
。
稀
に
み
る
大
型
の

祠
堂
式
古
典
庭
園
で
あ
り
、
「
山

西
の
小
江
南
」
と
称
え
ら
れ
る
。

「
こ
こ
に
来
な
け
れ
ば
太
原
に
来

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
の
名
勝
で
、
世
界
文
化

遺
産
へ
の
登
録
を
申
請
中
。

　
広
い
敷
地
の
中
に
は
多
く
の
建

物
が
あ
り
、
中
で
も
聖
母
殿
、
献

殿
、
魚
沼
飛
梁
の
三
つ
が
中
国
建

築
史
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め

る
。
聖
母
殿
は
唐
叔
虞
の
母
親
で

あ
る
邑
姜
を
ま
つ
る
祠
。
１
０
２

０
年
代
の
創
建
で
、
殿
の
周
囲
に

回
廊
を
巡
ら
す
建
築
物
で
は
中
国

で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
。

　
献
殿
は
祭
事
を
行
う
場
所
と
し

て
１
１
０
０
年
代
に
建
造
。

　
魚
沼
飛
梁
は

聖
母
殿
と
献
殿

の
間
の
池
に
掛

け
ら
れ
て
い
る

十
字
型
の
橋
。
羽
を
広
げ
て
飛
び

立
つ
鳥
の
姿
を
連
想
す
る
こ
と
か

ら
こ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。
１

０
２
０
年
代
の
建
造
。

　
こ
の
ほ
か
境
内
に
は
、
樹
齢
３

千
年
と
い
う
柏
の
木
（
コ
ノ
テ
ガ

シ
ワ
）
や
、
温
泉
の
よ
う
に
湧
き

上
が
る
泉
、
難
老
泉
が
あ
る
。

平
た
い
麺
が
特
徴

黒
酢
を
醸
造
す
る
カ
メ

　
山
西
省
の
主
食
は
麺
。
中
で

も
名
物
と
し
て
名
高
い
の
が
刀

削
麺
だ
。
小
麦
粉
を
水
で
練
っ

た
生
地
を
刃
で
削
い
で
湯
に
落

と
す
。
味
と
と
も
に
、
そ
の
職

人
技
も
楽
し
み
の
一
つ
。

　
も
う
一
つ
の
名
物
が
黒
酢

だ
。
食
卓
に
必
ず
置
か
れ
、
ど

ん
な
料
理
に
も
か
け
る
と
い

う
。
中
国
語
で
は
「
醋
」
と
書

く
。
醸
造
年
数
が
長
い
ほ
ど
お

い
し
く
な
る
。

喬家大院への入り口

敷地内にはもの部屋がある

　
喬
家
大
院
は
、
晋
商
（
山
西
省

出
身
の
商
人
）の
代
表
的
存
在
で
、

清
か
ら
中
華
民
国
の
時
代
に
金
融

業
で
財
を
成
し
た
喬
一
族
が
住
ん

で
い
た
豪
邸
。
太
原
か
ら
南
へ
約


㌔
の
晋
中
市


県
に
あ
る
。

　
８
７
２
４
平

方
㍍
の
広
大
な
敷
地
内
に
は
、
六

つ
の
庭
園
、

の
中
庭
、
３
１
３

の
部
屋
が
あ
り
、
往
年
の
晋
商
文

化
の
繁
栄
を
裏
付
け
る
豪
華
さ
を

誇
る
。

　
軒
先
に
連
な
る
赤
い
提
灯
が
印

象
的
。
各
部
屋
で
は
喬
一
族
の
歴

史
や
、
一
族
に
関
連
す
る
資
料
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
品
々
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
１
９
９
１
年
に
制
作
さ
れ
、
大

ヒ
ッ
ト
し
た
中
国
映
画
「
大
紅
灯

篭
高
高
掛（
邦
題
＝
紅
夢
）」（
チ
ャ

ン
・
イ
ー
モ
ウ
監
督
、コ
ン
・
リ
ー

主
演
）は
、こ
こ
喬
家
大
院
が
舞

台
。人
気
作
品
の
舞
台
を
見
よ
う

と
、映
画
の
公
開
以
来
、多
く
の

観
光
客
が
こ
の
地
を
訪
れ
て
い

る
。

　
敷
地
内
で
は
映
画
ゆ
か
り
の
品

々
も
展
示
。
こ
の
ほ
か
周
辺
で
は

王
家
大
院
、
渠
家
大
院
な
ど
の
晋

商
の
旧
邸
宅
も

公
開
さ
れ
て
い

る
。

明清時代の古い街並みが残る平遥古城

街を囲む城壁

城壁の上からの街の眺め

金融の歴史を展示する日昇昌

昔の県庁、平遥県衙 城内はバッテリーカーで移動

　
平
遥
古
城
は
太
原
市
か
ら
南
に

約
１
０
０
㌔
の
晋
中
市
平
遥
県
に

あ
る
。
山
西
省
に
三
つ
あ
る
世
界

文
化
遺
産
の
一
つ
で
、
１
９
９
７

年
に
登
録
さ
れ
た
。

　
中
国
各
地
の
町
は
、
か
つ
て
自

然
災
害
や
外
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
、
周
囲
に
城
壁
が
築
か
れ
て

い
た
。
た
だ
、
都
市
の
再
開
発
な

ど
で
ほ
と
ん
ど
が
取
り
壊
さ
れ
、

現
在
は
こ
こ
平
遥
と
、
西
安
な
ど

を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

　
平
遥
の
城
壁
は
西
周
時
代
の
城

壁
を
土
台
に
、
１
３
７
０
年
代
に

改
修
。
当
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残

し
て
い
る
。
外
周
６
・
４
㌔
、
高

さ
約

㍍
で
、
上
空
か
ら
眺
め
る

と
亀
の
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

亀
城
と
も
呼
ば
れ
る
。
城
壁
は
登

る
こ
と
も
で
き
、
城
内
の
街
並
み

を
一
望
で
き
る
。

　
平
遥
古
城
の
特
徴
は
、
城
壁
だ

け
で
な
く
、
城
内
の
街
並
み
も
明

清
時
代
（
１
３
６
８
～
１
９
１
１

年
）
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い

る
こ
と
だ
。
約
４
千
あ
る
建
物
の

う
ち
、
約
４
０
０
が
明
清
時
代
の

建
物
と
い
う
。

本
あ
る
道
は
、

幅
が
狭
い
こ
と
か
ら
日
中
は
車
の

立
ち
入
り
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、

観
光
客
は
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
（
電

気
自
動
車
）や
徒
歩
で
移
動
す
る
。

メ
ー
ン
通
り
の
南
大
街
は
、
街
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
の
楼
閣
、
市
楼

を
中
心
に
、
商
店
や
食
堂
、
古
い

民
家
を
改
装
し
た
旅
館
な
ど
が
軒

を
連
ね
て
い
る
。
異
文
化
体
験
が

で
き
る
旅
館
で
の
宿
泊
は
外
国
人

観
光
客
に
人
気
だ
。

　
城
内
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
日

昇
昌
。
山
西
省
は
中
国
に
お
け
る

金
融
業
発
祥
の
地
で
、
同
省
出
身

の
金
融
業
者
や
商
売
人
「
晋
商
」

が
清
の
時
代
か
ら
中
国
全
土
や
海

外
で
活
躍
し
て
い
た
。日
昇
昌
は
、

中
国
初
の
民
間
銀
行
。
現
在
は
票

号
（
両
替
商
）
博
物
館
と
し
て
、

金
融
に
関
わ
る
当
時
の
貴
重
な
資

料
を
展
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昔
の
県
庁
、
平
遥
県
衙

も
当
時
の
町
の
様
子
を
知
る
に
は

格
好
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。


